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二
〇
一
七
年
一
月
五
日
、「
神
田
練
塀
町
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
の
準
備
工
事
が
着
工
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
住
友
不
動
産
㈱
が
地
権
者
な
ら
び
に
参

加
組
合
員
と
し
て
参
画
す
る
も
の
で
、
施
工
は
前
田
建

設
工
業
㈱
が
担
当
し
て
い
る
。

　

当
該
事
業
地
の
周
辺
で
は
、
一
九
九
八
年
に
決
定
さ

れ
た
「
秋
葉
原
駅
付
近
地
区
地
区
計
画
」
を
も
と
に
複

数
の
大
型
開
発
が
進
み
、
秋
葉
原
の
駅
前
エ
リ
ア
は
急

速
に
発
展
し
、
街
並
み
は
驚
く
ほ
ど
の
変
貌
を
遂
げ
つ

つ
あ
る
。「
秋
葉
原
は
と
て
も
賑
わ
い
の
あ
る
街
で
す

が
、
こ
の
神
田
練
塀
町
は
道
路
が
狭
く
て
歩
道
も
な
い
。

歩
行
者
が
通
り
づ
ら
く
安
全
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、

少
し
寂
し
い
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
開
発
で
そ

れ
が
一
変
す
る
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
の

は
、
前
田
建
設
工
業
の
鹿
嶋
文
武
所
長
。
メ
ガ
ネ
の
奥

の
瞳
か
ら
は
現
場
へ
の
強
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

本
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
前
の
北
東
約
二
〇
〇
㍍

に
位
置
す
る
、
〇
・
五
㌶
ほ
ど
の
一
区
画
の
街
区
全
体

を
再
開
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
敷
地
の
統
合
と
建
物
共

同
化
に
よ
る
土
地
の
高
度
利
用
、
区
画
道
路
や
広
場
な

ど
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
防
災
性
の
向
上
と
大
き
な
経

済
効
果
を
目
指
し
、
あ
わ
せ
て
秋
葉
原
の
地
域
活
力
を

増
進
し
、
市
街
地
環
境
を
大
き
く
改
善
す
る
も
の
だ
。

　

当
事
業
の
開
発
地
で
あ
る
神
田
練
塀
町
は
、
江
戸
時

街
区
全
体
を
再
開
発
す
る

大
規
模
事
業
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元
武
家
地
・
神
田
練
塀
町
に

秋
葉
原
の
賑
わ
い
を
誘
導
す
る

神
田
練
塀
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

施
設
建
築
物
新
築
工
事
及
び
公
共
施
設
工
事

今
や
、秋
葉
原
は
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
だ
。一
昔
前
は
電
気
街
と
し
て
知
ら
れ
、

Ｐ
Ｃ
部
品
か
ら
無
線
機
や
真
空
管
ま
で
、特
殊
な
電
子
機
器
を
求
め
る
マ
ニ
ア
た
ち
が
集
ま
っ
た
。

し
か
し
近
年
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
新
さ
れ
、ア
ニ
メ
や
ア
イ
ド
ル
と
い
っ
た
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
発
信
す
る
ク
ー
ル
な
街
と
し
て
、世
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
街
へ
と
変
貌
し
た
。

本
事
業
は
、こ
れ
ま
で
秋
葉
原
の
賑
わ
い
を
享
受
で
き
ず
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
神
田
練
塀
町
に
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、賑
わ
い
の
創
出
と
市
街
地
環
境
の
改
善
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

建物は17階までがオフィスフロアや一部商業施設等で、18階以上は住居フロアとなる。17階以下と18階以上では構造が大きく異なるため、
間に大きな梁を挟み、構造の切り替えを行う。写真中央に丸い穴が開いている梁があるが、これが17階と18階を切り替えるための大きな梁だ。

完成予想図
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代
に
は
武
家
の
屋
敷
地
で
、
見
事
な
練
塀
（
練
り
土
と

平
瓦
と
を
交
互
に
積
み
重
ね
、
上
を
瓦
で
葺
い
た
土

塀
）
の
屋
敷
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）

年
に
下
谷
区
（
当
時
）
練
塀
町
と
命
名
さ
れ
た
。
や
が

て
、
後
に
台
東
区
秋
葉
原
と
な
る
北
側
を
除
く
南
半
分

が
神
田
区
に
編
入
さ
れ
、
そ
れ
が
一
九
四
七
年
の
千
代

田
区
誕
生
時
に
同
区
へ
編
入
。
あ
ら
た
め
て
神
田
練
塀

町
と
い
う
名
称
と
な
っ
た
。

　

同
町
は
東
京
都
が
策
定
し
た
都
心
等
拠
点
地
区
と
し

て
の
秋
葉
原
地
区
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歩
行

者
の
動
線
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
古
い
街
区

の
ま
ま
で
店
舗
等
も
少
な
い
た
め
、
本
来
な
ら
多
く
の

若
者
や
観
光
客
な
ど
で
大
い
に
賑
わ
う
で
あ
ろ
う
駅
前

エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
な
が
ら
、
比
較
的
人
通
り
の
少

な
い
、
や
や
寂
し
い
街
区
と
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
訪
れ
た
現
場
は
、
こ
の
事
業
の
中
核
と
な
る
大

型
複
合
施
設
の
建
築
現
場
だ
。
敷
地
面
積
約
二
、

五
三
〇
平
方
㍍
、
延
床
面
積
約
三
〇
、八
〇
〇
平
方
㍍
、

Ｓ
造
（
免
震
構
造
）・
一
部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
の
、
地
上
二
一

階
、
地
下
二
階
建
て
、
高
さ
約
一
一
二
㍍
の
、
オ
フ
ィ

ス
が
メ
イ
ン
と
な
る
超
高
層
建
築
物
で
あ
る
。

　

開
発
以
前
の
当
該
地
区
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら

れ
た
建
物
や
低
層
木
造
家
屋
が
密
集
し
、
更
に
は
路
地

幅
が
細
い
た
め
災
害
時
に
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
な
い

な
ど
、
リ
ス
ク
が
内
在
す
る
環
境
で
あ
っ
た
。

　

本
事
業
に
よ
る
開
発
が
完
了
す
る
と
、
当
該
地
区
は

一
新
さ
れ
る
。
開
発
地
区
に
存
在
し
た
危
険
な
建
物
が

な
く
な
る
こ
と
で
直
接
的
な
リ
ス
ク
は
解
消
さ
れ
、
な

お
か
つ
整
備
さ
れ
た
周
辺
街
区
と
、
免
震
構
造
で
建
築

さ
れ
た
頑
健
で
安
心
安
全
な
建
物
が
災
害
時
に
は
対
応

拠
点
と
し
て
機
能
し
、
地
域
の
防
災
機
能
は
大
き
く
向

上
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
地
震
か
ら
守
る
の
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
用
の
フ
ロ
ア
で
あ
る
Ｍ
三
階
（
免
震
層
）
に

設
置
さ
れ
た
積
層
ゴ
ム
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
ー
と
Ｕ
型
鋼
材

ダ
ン
パ
ー
で
あ
る
。
地
震
の
際
に
免
震
装
置
が
働
く
こ

と
で
、
免
震
層
以
下
の
階
と
そ
れ
よ
り
上
の
階
と
が
切

り
離
さ
れ
、
地
震
の
揺
れ
が
直
接
上
階
に
伝
わ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
仕
組
み
だ
。

　

ま
た
、
高
層
免
震
建
物
は
構
造
的
に
強
風
時
に
揺
れ

や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
抑
え
る
た
め

の
装
置
と
し
て
風
揺
れ
制
御
用
制
振
装
置
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
）

と
耐
風
シ
ャ
ー
ピ
ン
と
い
う
装
置
を
設
け
て
い
る
。
耐

風
シ
ャ
ー
ピ
ン
と
は
、
強
風
な
ど
の
影
響
に
よ
る
小
さ

な
揺
れ
に
対
し
て
、
免
震
層
を
固
定
す
る
機
能
を
持
つ

ピ
ン
で
、
大
地
震
の
際
に
は
破
断
す
る
こ
と
で
免
震
層

の
固
定
が
外
れ
、
本
来
の
免
震
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
構

造
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
大
地
震
以
外
で
の
建
物
の
揺

れ
は
軽
減
さ
れ
、
居
住
性
は
、
大
幅
に
向
上
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

地
上
部
分
に
設
置
さ
れ
た
約
三
七
〇
平
方
㍍
の
広
場

に
は
、
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
防
災
井
戸
な
ど
、

い
く
つ
も
の
防
災
諸
設
備
が
用
意
さ
れ
、
災
害
時
に
は

地
域
の
一
時
退
避
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、
更
に
は
防
災
活

動
の
拠
点
と
し
て
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

約
二
〇
〇
平
方
㍍
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
災
害

時
に
帰
宅
困
難
者
の
一
時
待
機
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
機
能

し
、
防
災
用
備
蓄
倉
庫
も
設
置
さ
れ
、
有
事
に
備
え
て

い
る
。

　

大
地
震
な
ど
に
よ
り
外
部
か
ら
の
電
力
供
給
が
断
た

れ
た
場
合
に
は
、
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
非
常
用
発
電
機

と
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
オ
イ
ル
タ
ン
ク
に
よ
り
、
約

七
二
時
間
の
電
力
供
給
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、

区
画
街
路
で
は
無
電
柱
化
を
実
施
し
て
お
り
、
災
害
時

に
電
柱
が
倒
壊
し
て
緊
急
車
両
の
通
行
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

鹿
嶋
所
長
に
安
全
面
で
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
当
然
で
す
が
、
私
た
ち
は
常
に
無
事
故
を
心
掛
け
て

工
事
を
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
お
い
て
は
、
お
施
主

地
域
の
災
害
対
策
に
貢
献
で
き
る

頑
健
な
建
物

地
域
に
配
慮
し
た
完
璧
な
安
全
工
事

工事概要

工事場所：東京都千代田区神田練塀町300番
発 注 者：神田練塀町地区市街地再開発組合
設計監理：株式会社日建設計
施　　工：前田建設工業株式会社 東京建築支店
工　　期：2017年4月3日〜 2019年6月30日（予定）
敷地面積：2,529.79㎡
建築面積：1,627.22㎡ 
延床面積：30,799.00㎡
地下構造：地下2階　S・SRC造、アースドリル拡底杭GL-29.5m
地上構造：地上21階　S造（CFT造）、中間免震構造
最高高さ：111.99m
主要用途：事務所、共同住宅（35戸）、店舗（地権者）、駐車場
付帯設備工事：昇降機設備（8基）、機械式駐車設備（69台）
公共施設工事：第二砂川ビル解体、公共広場工事、区画街路工事
その他工事：地下解体工事

右上／ 16階フロアから見た大手町方面。取材当日はあいにくの雨
模様だったが、晴れた日には眼前に絶景が広がる。
左上／内装に着手し始めた8階フロア。下の階から順次作業を進め
ていく。この階はすでに窓ガラスが入り、オフィスフロアの雰囲気
が徐々に出てきている。

上／巨大な免震アイソレーターの前で、現場担当者から説
明を受け、状況を確認する鹿嶋所長。
左上／建物を地震から守る免震アイソレーター。（提供：
前田建設工業㈱）
左下／アイソレーターとともに設置され、免震層の動きを
制御するU型鋼材ダンパー。（提供：前田建設工業㈱）
右下／耐風シャーピン。普段は中央のピンが風揺れ防止の
ために建物を固定している。

駅前
広場

ヨドバシ
カメラ

昭
和
通
り

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

再開発街区

秋
葉
原
駅

ＪＲ総武線

神田練塀町

Ｊ
Ｒ
東
北
上
越
新
幹
線

本事業が行われている再開発街区
と、その周辺の秋葉原駅付近の地
図。（前田建設工業㈱からの提供資
料を基に作成）
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日
で
あ
る
。
着
工
後
に
労
働
時
間
の
短
縮
や
週
休
二
日

に
向
け
た
取
組
み
な
ど
が
求
め
ら
れ
た
め
、
工
期
へ
の

影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
シ
フ
ト
制
を
取
り
入
れ

る
な
ど
し
て
、
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
。

ま
た
厳
し
い
工
程
の
な
か
、
先
行
床
工
法
等
を
採
用
し

工
期
内
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
情
報
伝
達
の
効
率
化

お
よ
び
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
、
モ
バ
イ
ル
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
現
場
職
員
全
員
に
配
付
し
て
連
絡
な
ど
に
用
い

て
い
る
が
、
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
も
あ
り
戸
惑
う

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
取

組
み
が
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

鹿
嶋
所
長
は
最
後
に
「
大
き
な
現
場
で
す
の
で
、
自

分
一
人
で
す
べ
て
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
組
織
運
営
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人

と
仕
事
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、『
相

手
の
立
場
で
物
事
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
』
と
い
う
こ

と
を
方
針
と
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
工
程
で
上
手
く
い

っ
た
時
や
、
建
物
が
少
し
ず
つ
仕
上
が
っ
て
い
く
の
を

見
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。
深
く
関
わ
れ
ば

関
わ
る
ほ
ど
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
現
場
で
す
。

今
夏
の
完
成
後
、
実
際
に
稼
働
す
る
ま
で
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
気
を
抜
か
ず
、
な
お
か
つ
風
通
し
の
い
い
、

和
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
現
場
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
現
場
へ
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
れ

た
。
日
本
の
建
設
現
場
を
支
え
る
彼
ら
も
ま
た
、
日
本

が
世
界
に
誇
る
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A 超高層建築で中間免震の建物を
つくっているので、学ぶことが

前田建設工業株式会社
東京建築支店
神田練塀町再開発作業所
所長

鹿嶋文武
Fumitake Kashima

ね。
　あとは、鉄骨が建ち始めた時や、鉄
骨造は無足場なので、外装が付き始め
て目に見えて仕上がっていく様子が見
えた時などには、感慨深いものを感じ
ます。まだあまり実感は湧いていませ
んが、建物が出来上がって、ビルが問
題なく稼働し、人々が利用する様子を
見ると、やはりその時には感動するん
でしょうね。竣工が楽しみです。

とても多いです。免震の建物は過去に
2件ほど関わっていますが、中間免震
は比較的珍しく、私もあまり経験があ
りません。中間免震の場合は、鉄骨精
度の管理だとか、計画段階で本当に多
くのことを考えなければいけません。
事前に計画したものが実際に上手くい
った時には非常にやりがいを感じます

建物南側のピロティ上
（2階部分）から望む1階
の現場の様子。決して広
くないこの現場では、1
階部分を工事終盤まで広
く確保し、この場所に資
材を置いたり、重機を動
かしたりと、作業場とし
てフル活用している。

様
か
ら
も
安
全
面
に
つ
い
て
特
に
心
掛
け
る
よ
う
に
と

の
指
示
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
様
々
な
対
策
を
施
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
歩
道
に
防
護
構
台
を
設

置
し
、
落
下
物
等
へ
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
場
所
柄
、

会
社
員
や
観
光
に
訪
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
時
で
も
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
の
気
配
り

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
か
な
り
頑
丈
な
防
護
構
台
を
設
置

し
て
い
る
の
で
、
道
路
側
か
ら
荷
取
り
を
す
る
場
合
で

も
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
落
下
物
そ
の
も

の
が
な
い
よ
う
に
最
大
の
注
意
を
払
っ
た
う
え
で
の
話

で
す
が
」
と
、
説
明
す
る
。
当
該
現
場
が
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
線
の
地
下
秋
葉
原
駅
舎
ま
で
六
㍍
と
間
近
に

あ
る
た
め
、
山
留
め
工
事
な
ど
に
も
か
な
り
神
経
を
使

っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
他
、
現
場
へ
の
ゲ
ー
ト
を
複
数
設
置
し
て
い
る

の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途
に
よ
る
棲
み
分
け
で
混
乱
を
避

け
、
同
時
に
車
両
の
無
駄
な
待
機
を
な
く
す
た
め
の
工

夫
で
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
、
す
べ
て
現
場
内
で
打

つ
な
ど
、
基
本
的
に
工
程
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
内
部
で
完

結
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
安
全
へ
の
配
慮

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
落
下
物
対
策
、
仮
囲
い
、
車
両

誘
導
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
神
経
の
行
き
届
い
た
安
全
対
策

を
施
し
て
い
る
と
説
明
す
る
鹿
嶋
所
長
の
表
情
は
、
穏

や
か
で
あ
り
つ
つ
、
そ
こ
に
大
き
な
自
信
と
信
念
が
感

じ
ら
れ
て
頼
も
し
い
。

　

ま
た
安
全
面
へ
の
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
広
場
部
分

に
練
塀
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
塀
を
設
置
し
、
土
地
の

歴
史
性
を
景
観
に
取
り
入
れ
る
予
定
も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
地
域
が
背
景
に
持
つ
歴
史
的
情
緒
を
再
開

発
地
区
整
備
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
、
周
辺
環
境
に
溶
け
込
む
た
め
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。
区
画
街
路
に
、
半
た
わ
み
性
舗
装
を

用
い
て
い
る
と
い
う
の
も
、
景
観
へ
の
取
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
目

地
を
入
れ
、
石
畳
風
に
仕
上
げ
る
御
影
石
風
ベ
ア
コ
ー

ト
が
採
用
さ
れ
、
街
路
に
高
級
感
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
公
布
さ
れ
た
の

は
二
〇
一
八
年
七
月
六
日
。
本
事
業
の
な
か
で
鹿
嶋
所

長
率
い
る
現
場
が
着
工
し
た
の
が
二
〇
一
七
年
四
月
三

現場西側の歩道は、近くにオフィスが多いこともあり、毎日多くの人
たちが行き来する。このため安全対策として歩道上に大きな防護構台

（屋根）を設置している。

右／屋上には2台のタワークレーンを設置。鉄骨を組み上げていく作業はもちろんの
こと、狭い工事現場ならではの様々な使い方をしている。
左／目隠しが目的の、外壁に設置するユニットルーバーは、一度タワークレーンで屋
上へ吊り上げた後、方向転換をして設置箇所まで降下、技能者がそれを受け取り一つ
ひとつ固定していく。こうすることで狭い現場でも効率よく設置することが可能だ。

働
き
方
改
革
と
現
場
の
対
応


